
札
幌
・
東
区
で
マ
イ
ク

を
握
っ
た
枝
野
幹
事
長
は
、

安
倍
総
理
が
「
野
党
は
批

判
ば
か
り
し
て
い
る
」
と

の
批
判
を
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
、
「
安
倍
総
理

は
３
年
半
に
わ
た
っ
て
数

の
力
を
背
景
に
や
り
た
い

放
題
や
っ
て
き

た
。
お
か
し
な

と
こ
ろ
は
な
お

さ
せ
る
の
が
野

党
の
仕
事
と
役

割
。
野
党
が
与

党
を
批
判
し
な

け
れ
ば
意
味
が

な
い
」
と
反
論

し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
対

案
が
な
い
」
と

批
判
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
て

も
、
「
通
常
国

会
で
も

本
の

64

対
案
を
出
し
た

が
、
数
の
力
で

審
議
に
応
じ
な
か
っ

た

の

は

安

倍

総

理

だ
」
と
指
摘
し
た
上

で
、
経
済
対
策
に
つ

い
て
の
対
案
と
し
て

「
経
済
を
立
て
直
す

対
案
は
人
へ
の
投
資

だ
」
と
述
べ
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
雇

用
の
安
定
、
老
後
の

安
心
が
重
要
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。

徳
永
エ
リ
は
日
本
の

未
来
の
た
め
に
闘
う

民
進
党
の
徳
永
エ

リ
参
議
院
議
員
は
、

日
本
の
未
来
の
た
め

に
、
安
倍
政
権
の
い

い
加
減
な
政
治
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
と
共
に

全
力
で
闘
い
ま
す
。

徳永エリ

徳永エリホームページ http://tokunaga-eri.jp/
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◆徳永エリ後援会／札幌市中央区大通西5丁目昭和ビル５階 ◆TEL011-215-16２２
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日
、
民
進
党
の
枝
野
幹
事
長
が
徳
永
エ
リ
参
議
の
応
援
に
来
道
し
、

20
北
海
道
で
な
ん
と
し
て
も
過
半
数
を
と
る
た
め
に
徳
永
エ
リ
参
議
を
押
し

上
げ
て
ほ
し
い
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

一人ひとりの行動が政治を変える 「安倍政権にＮＯ！」を突きつけよう
－青年選対全道総決起集会－

「政治は市民の
青年選対は11日、札幌市内で「青年選対全道総 手にある、安倍政

決起集会」を開催しました。 権に多くのＮＯ！
集会では、職場や生活は政治と密接に関わって を突きつけよう」

いることを再確認し、厳しい生活、職場状況を変 と19日、＃0710私
えるために政治を変えようと、連合推薦候補予定 は選ぶアクション
者の必勝にむけ取り組みを強化することを分散会討 主催の「安倍政権
論を通じて誓い合いました。 ＮＯ！北海道集会」
徳永エリ参議も駆けつけ、「若い人が希望や夢を が札幌市内で開催されました。

持てる社会の実現に向け、全力で取り組む」と力強く 自衛隊員の息子さんを持つ母親や、子育てに
決意を表明しました。 奮闘している父親、アルバイトをしながら勉強

に励む学生等からの生活実態を背景にした怒り
のリレートークでは、「安倍政権では暮らしは
よくならない」、「黙って我慢していては事態
は好転しない」、「私たちは選ぶという選択で
政治は動かすことができる」と、野党候補予定
者を応援しようと呼びかけました。
政治は変えることができる、選ぶことで政治

を動かすことができる、徳永エリも皆さんの思
いをしっかりと受け止めて闘い抜きます。

徳
永
エ
リ

「
総
決
起
集
会
」
は
今
夜
で
す

「
公
示
・
第
一
声
」
の
ご
案
内

日
時

６
月

日(

火)

時
半
～

日
時

６
月

日(

水)

８
時

分
～

21

18

22

45

場
所

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

場
所

道
庁
赤
レ
ン
ガ
広
場

↓
政
治
の
重
要
性
を
再

確
認
し
合
っ
た
決
起
集

会


